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略語は準備書面の例による。

号託 標 目 原 作成 立証趣旨

（作成者等） ． 年月日

写

乙第52号証 基準地震動及び而標設計方 写 日25.6.19 地震動審査ガイドでは，断層

針に係る審査ガイド（地震 モデルを用いた手法に基づく

動審査ガイド） 地震動評価を行う際の震源特

（原子力規制委員会） 性パラメータについては，活

断層調あ結果等に基づき，推

本レシピ等の最新の研究成果

を考慮し設定されていること

を確若宮、することとしているこ

左（推本レシピにおいて，地

震の規模（地震モーメント）

を設定する擦に「入倉・三宅

式」を用いている）。

乙第53号証 1995年兵庫県南部地震の断 写 H9.5.26 平成7年兵庫県南部地震につ

層モデルと震源近傍におけ いて，地震動記録の震源イン

る強震動シミュレーション ノ〈ージョンに基づき雷原モデ

（釜江克宏，入倉孝次郎） ルを策定するとともに経験的

グリーン関数法を用いて強震

動評価をしたところ，観測記

録とよく一致すること。

乙第54号証 A Technique for Simulati 写 H9.9. 10 同上。

ng Strong Ground Motion 平成7年兵庫県南部地震につ

Using Hybrid Green ’S Fu日 いて，ハイブリッド法を用い
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ct ion て震源モデルを策定し，強震

（釜江克宏，入倉孝次郎， 動評価をしたところ，観測記

Arben Pitarka) 録とよく一致すること。

1 英文

2 和文

乙第55号証 1948年福井地震の強震動 写 Hll. 6. 7 1 9 4 8年福井地震につい

ノ、ィブリッド法による広周 て，ハイブリッド？去を用いて

期帯域強震動の再現一 震源断層モデルを設定し強震

（入倉孝次郎，釜江克宏） 動評価をしたところ，かかる

評価における強震動の最大速

度や計測地震が実際の被害分

布を説明し得るものであるこ

と。

乙第56号証 リアノレタイム地震学〔抜 写 Hl5. 1. 17 震源インパージョンの説明

粋〕

（菊池正幸）

乙第57号証 強震動記録を用いた震源イ 写 H26 f武村（1998)Jが断層面積S

ンバージョンに基づく国内 と地震モーメントMoの策定

の内陸地殻地震の震源パラ をする際に用いた地震データ

メータのスケーリング別の における断層長さL及び断層

再検討 面積Sは過小評価の可能性が

（入倉孝次郎，宮腰研，釜 あること。

江克宏）

乙第58号証 地震学（第3版） 〔抜粋〕 写ー Hl3目7.1 地中の震源持庁j震の長さ左地震
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（宇津徳治）
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直後に現れる地表の断層の長

さは必ずしも一致せず，地中

の震源断層に比べて地表の断

層は短くなる傾向があるこ

と。


